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2009 年度の本事業において、浜松市立小学校で支援学級を設置している 50 校の支援学
級担当教諭を対象に「言語聴覚士が学校を訪問し、支援学級の教諭と連携をとること」に
興味があるかについてアンケート調査を行った。結果、50 校中 27 校より返信があり、12
校が「興味ある」、15 校が「興味がない」という結果であった。筆者が「興味がある」と
回答した各学校を訪問し、校長や支援学級担当教諭に研究の目的や方法にについて説明を




































3. アセスメントの評価  





1) 連携の満足度（6 件法）：13 名中 10 名が「非常に満足」「満足」と回答  
2) 連携の成果：  
「検査結果が役立った」など 11 項目を挙げ、「非常にあてはまる」から「全く当
てはまらない」の 6 件法で回答を促した（図 1）。「相談者として心強かった」「知識






































①校 3 2 1 ─ 2回（2名）
②校 3 3 2 1 ─
③校 6 5 3 1 ─
④校 4 2 2 ─ ─
⑤校 2 3 2 ─ 1回（1名）
⑥校 3 1 1 ─ ─
⑦校 2 2 2 1 ─
23 18 13 3 3
45 6
 46 
3) 今後の要望：  
「定期的に訪問」など 8 項目を挙げ、「非常にあてはまる」から「全く当てはまら
ない」の 6 件法で回答を促した（図 2）。「検査を実施してほしい」「定期的に訪問し
てほしい」という要望が多かった。自由記述欄には、定期的な訪問を要望する記述




















                    図 2 今後の要望 
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